第１学年　道徳学習指導案

	日　時：
	平成24年5月30日（水）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名：男女の理解・尊重(2－(4))
２．ねらい：男女の固定観念に縛られることなく、お互いに協力し、高め合おうとする態度を育てる。
３．資料名：「春のうららの声変わり」の一部（きみがいちばんひかるとき(光村図書)）
４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	男女の区別について考える
	①普段の生活の中で、男女で分けられるものは？

これらはどうして区別されているのでしょう？
	【一斉・発表】

・男女の区別が必要かどうかを投げかけて資料に入る。

	展開
	資料を読んで考える。
	②主人公の悩みは何ですか。

・男子だけど声が高いこと
	【一斉・発表】

・確認。

	
	
	③歌のテストに向けて、クラスメイト、主人公、旗野さんの考えていることは何ですか？

クラスメイト　・歌うことが苦手・声を出すのが恥ずかしい・男女ペア

主人公　・歌は好きなのに…
・男子だけど声が高い・キーが合わない

旗野さん・歌は好きなのに…　

・女子だけど声が低いこと
	【一斉・発表】

・時間をかけない。

・主人公と旗野さんの悩みが同じことを確認する。

	
	
	④【中心発問】なぜ、「ぼくたちは、パートを取り替えて気持ち良くテストを受けることができた。」のだろう？

(切り返し１) なぜ二人は、声の高い･低いで悩まないといけない？

(切り返し２)自分が同じ立場なら、パートを取り替える?

　　　　　　(替えない)なぜ？何が引っかかる？
	【一斉・発表】

・必要に応じてグループにする。

・ 固定観やきめつけであることや、男とか女とか気にしなければお互いに高め合うこともあることを気付かせたい。

	終末
	授業を振り返る
	⑤授業で感じたことや考えたことをまとめる。
	【個人・ワークシート】

　→【一斉・発表】


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画


[image: image1]
７．今後の改善点

　◎資料は内容的に難しめであるが、④で生徒の生の意見を引き出すことができると、授業が盛り上がる。

　◎④でねらいをひきだすための補助発問が必要である。

　◎ワークシートを利用して、生徒の意見を確認して進めるとよい。

　◎生徒の気持ちの変化をネームプレートなど利用してみることをしてみてもよい。
気持ち良くテストを受けた。





歌のテスト





　男と女


トイレ　・スポーツ


・服　・髪型　・お風呂





　　春のうららの声変わり


　　　　　クラスメイト


　　　　　・異性とのペア


　　　　　・声を出すことが恥ずかしい


　　　　　主人公


・歌は歌いたいけど…


・キーが合わない


・男子だけど声が高い


旗野さん


　　　　　・歌は歌いたいけど…


・女子だけど声が低い





　　


　・自分と悩みは一緒


　・パートを変えれば、


自分も旗野さんも楽しく歌える


　・二人とも力を発揮できる





　　　　


高め合うことが来た








男だから、女だから





2人の


様子の絵








